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　　財団事業で『幸せを　ゲッツ！』

厚生財団
TOPICS
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　去る２月８日に「令和５年度  第３回理事会」が開催され、令和６年度の事業計画および収支予算
が慎重審議の結果、議決されましたのでお知らせいたします。

◆◆◆ 令和６年度予算　収支グラフ ◆◆◆

収入総額 58億6,798.8万円
支出総額 58億6,104　万円
収支差額 694.8万円

　令和６年度の課題として、①新採用教職員の早期入団促進、②貸付事業の利用増、③安定した資産運用、
④関係機関との一層の連携の４点を重点に事業を推進いたします。

１．具体的な施策

２．中・長期的な展望

貸付金返済元金
13億29万円（22.2%）

厚生資金積立金
22億5,000万円（38.3%）

預金利息･債券等利金
5億6,857.1万円（9.7%）

貸付金返済利子
2,811.7万円（0.5%）

定期預金・債券償還金
17億円（29.0%）

雑収入等 1万円（0.0002%）

保険事務取扱手数料
2,100万円（0.3%）

普通厚生費贈与
1,000万円（0.2％）

特別厚生費贈与
1億4,570万円（2.5％）

教育文化活動･事業振興費･
諸費･退団慰労金等

8,289万円（1.4％）

管理費
2億145万円（3.4％）

新規貸付金
13億800万円（22.3％）

厚生資金積立金払戻金
31億5,000万円（53.7％）

定期預金・債券等購入資金
9億1,300万円（15.6％）予備費 5,000万円（0.9％）



3

令和６年度　事業案内

「新潟県教職員年金制度」の改訂

◎掛金払込完了年齢を将来的に見据えて満６５歳へ引き上げ
◎加入資格を満６０歳未満へ引き上げ
◎払込完了前に脱退したときの年金受取方法の緩和

普通厚生費 年0.03％

一般資金貸付金
生　活 自動車 結　婚

年 0.9％
入　学 学　資 災　害

住宅・宅地資金貸付金 年 0.9％

地区 退 職 を 祝 う 会 継 続 団 員 連 絡 会
開 催 日 会　　場 開 催 日 会　　場

上越 ６月 ５日（水） ホテルハイマート ９月 ３日（火） ホテルハイマート
中越 ６月12日（水） ホテルニューオータニ長岡 ９月12日（木） ホテルニューオータニ長岡
下越 ６月27日（木） ホテルイタリア軒 ９月18日（水） ANAクラウンプラザホテル新潟
佐渡 ──── ──────── ９月25日（水） 八　　幡　　館

改定日 令和６年４月１日

60歳以降に脱退される方は、満期時または期中でも年金受取・一時金受取の取扱いができます。

改定日 令和６年４月１日

60歳以降に脱退される方は、満期時または期中でも年金受取・一時金受取の取扱いができます。
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■提出書類■　・災害見舞金請求書
　　　　　　　・被災または罹災証明書(写し)【必要に応じて被災場所の写真等】

災
害
見
舞
金
判
定
基
準

判
定

居宅の損害程度 災害見舞金額

火災 水害 地震 自家 借家・借間

① 全壊（全焼） 全壊（流失） 全壊 30万円 15万円

② 大規模半壊 大規模半壊 大規模半壊 20万円 10万円

③ 半壊 床上浸水 半壊 10万円  5万円

④ 一部損壊 床下浸水 一部損壊  5万円  3万円

⑤ 風雪害等  2万円  1万円

事業案内　災害見舞金の贈与

払込金・残高明細書を送付しました払込金・残高明細書を送付しました

災害資金貸付金について

貸付利率 年0.9％ 貸付限度額 300万円 申込期限 事由発生日(被災日)から１年以内
提出書類 ・災害資金借用証書　　・一般資金貸付借受申込書

普通厚生費を贈与しました

積立月額を３月分から変更しました  

所属所や住所をご確認ください
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積立金や貸付金の残高確認は団員マイページで
　「払込残高明細書」で払込金・残高の確認　　「Web申請書」で書類の取得

新潟県教職員厚生財団新潟県教職員厚生財団員厚生財団員厚生財団 検索検索

ホームページからアクセス！　ログインＩＤ・パスワードをお忘れの場合はご連絡ください。

特別厚生費の贈与特別厚生費の贈与

人間ドック等受診料補助について

特別厚生費の送金事務について

厚生財団は様々なお祝い金やお見舞い金を
贈与しています。例えば、以下のように贈与を
受けられます。

いずれも、事由発生から3年間請求が可能
です。その他の特別厚生費など、詳細は厚生
財団ホームページの事業案内をご覧ください。

団員が結婚したとき
結婚祝金　　結婚祝金　　５５万円万円

子どもが生まれたとき
出生祝金　　出生祝金　　２２万円万円

子どもが小学校に入学したとき
就学祝金　　就学祝金　　２２万円万円



鉱 山 町 相 川鉱 山 町 相 川
佐渡を世界遺産にする会
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第４回第４回
道遊の割戸（青柳の割戸）
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◆上相川の鉱山集落
　慶長の初め、相川金銀山開発の拠点となったのは、
道
どう

遊
ゆう

の割
わり

戸
と

に近い山中の上相川で、斜面を造成して大規
模な鉱山集落が形成された。道路沿いに階段状の短冊形
地割を配し、側面を石積みで補強して住居や選鉱・製錬
を行う小屋が建てられた。『佐渡四民風俗』に載る承応
元年（1652）の記録によれば、上相川には 22の町に 513
軒の家があり、山の神を祀る大

おお

山
やま

祇
ずみ

神社やたくさんの寺
院もあった。町名をみると、相川という地名のもとになっ
た「相川町」、百姓の「田町」、鉱山にかかわる職人たち
の「鍛冶町」・「床屋町」、山師の名前が付いた「弥左衛
門町」・「九郎左衛門町」などのほか、「番屋町」、「茶屋町」
などがある。
　金銀山開発以前の相川は、羽田村に百姓家が十数軒
あるだけの寒村であった。『佐渡古実略記』の慶長５年
（1600）の記事に「佐州海府之内羽田村金山町登記」と
あり、羽田村に属していた鉱山集落がこの年に「金山町」
として独立し
たことがわか
る。金銀山の
発見と同時
に、全国から
大ぜいの人が
相川に押し寄
せたのであ
る。

◆大久保長安による鉱山町の町立て
金銀山の開発が始まり、佐渡は徳川幕府の直轄地と

され、慶長８年に大久保長安が佐渡代官に任命された。
長安は家臣を早速佐渡に派遣して、鉱山の経営を中心と
する機能的な町づくりに着手した。まず、鶴子にあった
陣屋を相川の海辺の台地先端に移し、そこから鉱山の間

あい

の山
やま

番所まで直線道路を引き、その両側に町立てを行っ
た。また、海岸に港をつくり、番所を置いてさまざまな
物資の搬入に備えた。
　相川の町は、鉱山に続く台地上の上町地区と海岸沿
いに広がる下町地区に分けられる。上町地区には、陣屋
（のちの奉行所）を基点に役人の住む広間町、米屋町・
味噌屋町・八百屋町・四

あ

十
い

物
もの

町・京町（呉服）などそれ
ぞれの品物を専売する商人の町が置かれ、鉱山に近い場
所には山師や買

かいし

石（製錬業者）が住む町（それぞれの人

名が付いている）、金
かな

穿
ほ

りが集住する大工町などが配置
された。一方、下町地区にも、大間町の港を中心に材木
町・板町・柴町・紙屋町・炭屋町・塩屋町などそれぞれ
の品物を扱う商人
の町が置かれた。
長安はまた、金銀
や物資の輸送、人
の往来のために街
道を整備した。
　こうして、相川
は鉱山町として栄
え、慶長から寛永
にかけての最盛期
には、およそ５万
人もの人びとが住
んでいた。

◆鉱山町相川の変遷
　相川に、文政９年（1826）に作成された「相川町 町
墨引」という１冊の台帳が残されている。各町ごとに
家並みを略図で示し、各戸の居住者（世帯主）の名前
と職業が記入されている。上相川から海岸沿いの下

おり

戸
と

町まで 65 の町に 2,720 軒の家がある。文政期ともなる
と、慶長の町立ての頃とは違い、町名とそこに住む人び
との由緒や職業には全く関係がなくなっている。各戸
を職業別に集計すると、165の職業が数えられる。やはり
鉱山にかかわる職業の家が 576 と圧倒的に多い。奉行
所の役人の家が 212 ある。各種の商人・職人、料理屋・
湯屋・旅人宿などのサービス業、医師や髪

かみ

結
ゆい

など、多
種多様な職業がみられる。注目されるのは、女世帯の
家が 310 もあることである。鉱夫の短命ゆえであろう
か。その職業は針仕事師や出入奉公のほか、選鉱や製
錬など鉱山にかかわる技術職もある。鉱山町は女性が
自立して生きることのできる町でもあった。また、相
川には他と比べて寺の数が多い。金銀山を目当てに故
郷を離れて移住してきた人びとにとって、寺は先祖を
供養し、同郷の人と交わることのできる心のよりどこ
ろであった。
　日本有数の鉱山町として全国に名をはせた相川は、
金銀山の盛衰とともに姿を変えながらも、その歴史を
今に伝えている。

（本間澪子）

「相川町絵図（部分）」（佐渡市所蔵）
（写真提供：佐渡市）

上相川遺跡（写真提供：佐渡市）
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